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I. エデンの園における堕罪と罪の本質 

A. 蛇（サタン）の誘惑 

1. 自分で善悪を知り（決め）、神のようになる 

a) 神の判断に沿うことをせず、自分が神になって善悪を自分で決める 

b) つまり、神の「御心外し（ハター）を普通にやるのが人間にとって当たり

前となった 

c) この「御心外し（ハター）」の邦訳語が「罪」 

d) 皆で決めた皆の了解事項、また皆の心と思いに対する違反ではない 

(1) 人間皆にとっての悪が神の目には御心外しではないこともある 

(2) 人間皆にとっての善が神の目には御心外しになることもある 

2. 堕罪の意味 

a) アダム（その語の意味は「人」）は、善悪について神の判断に沿うことを

せず、自分で善悪を決める道を選んだ 

b) アダムは最初の人であり、また人間の代表でもあったことから、神の御

心に沿わず、自分で決めて御心を外すことも自然に行う生き物に、人は

なった 

3. なぜ、罪に堕ちるチャンスを、神はわざわざ用意した？ 

a) なぜ、神はわざわざ、善悪の樹をエデンの園に生えさせて美味しそうに

見える実を結ばせたのか？ 善悪の樹が無ければ、美味しそうに見えな

ければ、ハッピーエンドになったはずではないか？ 

b) 相手に選択肢がある中で、自分の意思をもって相手を選ぶことによって

生じるタイプの関係を神は望まれたから 

c) 神を愛するようにプログラム化された人間、洗脳された人間との関係を

神は望まれなかった 

II. カインとアベル 

A. 二人の神へのささげもの 

1. カインのものは受け入れられず、アベルのものは受け入れられた 

2. なぜそうなったのかについて聖書は述べていない→受け入れられなかったこ

と自体は、ここでは大した意味はない 

3. この話の焦点は、アベルの対応 
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しかし、カインとそのささげ物には目を留められなかった。

それでカインは激しく怒り、顔を伏せた。主はカインに言

われた。「なぜ、あなたは怒っているのか。なぜ顔を伏せて

いるのか。……罪はあなたを恋い慕うが、あなたはそれを

治めなければならない。」カインは弟アベルを誘い出した。

……（創世記 4:5〜8） 

 

B. カインについて 

1. カインの怒り 

a) 神に自分が受け入れられていないということからくる辛さ 

b) 弟の方が神に受け入れられているということからくる嫉妬 

2. 「罪」が起きていく境目 

a) 受け入れられないささげ物を持ってきたこと、また怒ったことについて、

神は罪とは認めていない 

b) 芳しくないことが起きたことについて、さて人がどう対応するかを神は

見ている 

(1) 芳しくないことが起きたとき、罪を犯すかどうかの岐路に人は立つ 

(2) 御心外しをしないように取り組むことを神はカインに促す 

3. ここから言えること 

a) 好ましくないことが起きるのは避けられない 

(1) ささげ物の失敗：普通に考えるなら、彼なりにこれで良いだろうと

は思ったが結果的に良くはなかったこと 

(2) 怒り：感情であり、自然に出てくるもの 

b) 好ましくないことが起きた後、御心に沿って対処していくか、それとも

御心に沿わない方向で対処していくかを神は見る 

c) 好ましくないことが起きた後、御心に沿わない方向に進んで「御心外し」

が起きる（つまり罪を犯す）ことがないようにと神は警告を発し、その警

告にどう対応するかを神は見ておられる。 

III. まとめ 

A. 神は人に選択能力を持たせ、御心に沿うかどうかを見ている 

1. 御心に沿うか 

2. 御心に沿わないか 

B. 好ましくないことが起きたときの対応を神は見ている 

1. 問題が起きたところから、御心に沿って進み始めるか 

2. 問題が起きたところから、御心に沿わないで進み始めるか 


